
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 

か ん ば ら こ う い ち ろ う 

Ｑ1・・・一定年齢以上で、保険利用額が一定以下の方に保険料を減免するインセンティブ制度を導入しては？ 

Ａ ・・・公平な保険料負担により健全な運営を図ることが重要であり、保険給付を受けないことで負担を 

軽減することは、任意加入の民間保険とは特質が異なり、保険制度の趣旨から困難。  
 

Ｑ2・・・診療報酬の過誤請求等のチェックは、医療通知書を対象者に送付するより、 

医療報酬明細書の審査業務の人員を増員した方が効果的ではないか？ 

Ａ ・・・医療通知書は、国の指導に基づき実施しており、医療費の適正化に向けた啓発にも努めている。 

審査体制については、充実・強化し、一層の医療費の適正化に取り組む。 
 

Ｑ3・・・ごみ収集・運搬業務作業を 3 人から 2 人乗車体制にしない理由は？ 

Ａ ・・・優先順位として、まず、今月からごみ収集運搬業務の委託区域を３割から４割に拡大した。 

２人乗車への移行については、今月以降引き続き検討していきたい。 
 

Ｑ4・・・技能職員の業務について、民間委託など外部活力の導入はできないか？ 

Ａ ・・・業務の性質・安定した市民サービスを継続して提供するため実施体制のあり方・費用対効果など、    

様々な側面からの検証が必要。 
 

Ｑ5・・・現時点での教育委員会の中学校給食に対する見解は？ 

Ａ ・・・アレルギーなどの対応からお弁当との併用で民間事業者を活用した、デリバリー方式を検討中。  
 

Ｑ6・・・第三者的立場の方々による『(仮称)豊中版補助金仕分け』を実施すべきではないか？ 

Ａ ・・・「統合型データベース」活用による PDCA マネジメントサイクルを構築・本格運用に移行する。 

補助金事業のみを対象とした「事業仕分け」を行う予定はないが、マネジメントサイクルの中で、 

全事務事業を対象とした効果的・効率的な資源配分のための見直しを行っていく。  
 

Ｑ7・・・教育における学校、保護者、地域の役割についての見解は？ 

Ａ ・・・保護者が子育ての第一義的責任を有するとの基本認識のもと社会全体が協力すると位置づけており、 

学校・家庭・地域が、相互の信頼関係に基づく役割分担と連携を築くためには「保護者にいかに      

参加・参画してもらうか」が、大きな課題の一つと認識している。  
 

Ｑ8・・・市有施設内の職員組合事務所の賃料を徴収しない理由は？ 

Ａ ・・・労働組合が、組合活動の一環として職員が安心して仕事が出来る環境を整えることに資する 

活動を行っているため。 
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  やっぱり春は 
 気分が良いですね♪ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤
中
学
校
給
食
に
つ
い
て 

主
目
的
は
保
護
者
の
負
担
軽
減
で
は
な
く
、
お
弁
当
が
持
参
で
き
な
い
生
徒
に 

 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
昼
食
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
な
が
ら
、 

豊
中
市
と
し
て
の
中
学
校
給
食
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
す
！
！ 

 

⑥
補
助
金
事
業
に
つ
い
て 

市
の
出
資
法
人
等
４
団
体
へ
の
団
体
補
助
金
が
、
平
成
２
４
年
度
予
算
案
で 

 
 

 

約
８
３
０
０
万
円
。
各
種
団
体
の
公
益
事
業
補
助
金
が
約
２
０
０
０
万
円
。  

 
 

 

市
民
を
含
む
第
三
者
機
関
を
設
置
し
、
全
て
の
補
助
金
事
業
に
対
し
妥
当
性
、  

正
当
性
を
精
査
し
、
補
助
金
事
業
の
透
明
性
、
公
平
性
の
確
保
を
目
的
に
、  

「
（
仮
称
）
補
助
金
仕
分
け
」を
実
施
す
べ
き
で
す
！
！ 

 

⑦
教
育
に
関
す
る
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
役
割
や
責
務
に
つ
い
て 

本
来
、
果
た
さ
れ
る
べ
き
役
割
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
保
護
者
や
家
庭
の
存
在
が
、

現
場
の
先
生
方
や
地
域
の
方
々
の
負
担
や
業
務
量
増
大
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。 

保
護
者
、
家
庭
に
も
一
定
の
責
務
、
役
割
が
あ
る
こ
と
を
現
場
の
職
員
や 

 
 

 
 

地
域
の
方
々
の
代
弁
役
と
し
て
教
育
委
員
会
が
明
示
し
、
保
護
者
の
方
々
に 

 
 

果
た
し
て
頂
く
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
す
！
！ 

 

⑧
市
有
施
設
内
の
職
員
組
合
事
務
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

職
員
組
合
が
市
有
施
設
内
で
活
動
す
る
こ
と
は
否
定
し
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
市
有
施
設
内
の
職
員
組
合
事
務
所
の
賃
料
は
き
っ
ち
り
と
徴
収
し
て
、 

市
の
歳
入
と
す
べ
き
で
す
！
！ 

①
保
険
料
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
導
入
に
つ
い
て 

医
療
や
介
護
を
一
切
受
け
な
い
方
に
と
っ
て
、
被
保
険
者
数
や
費
用
の
増
加
で
、

保
険
料
負
担
額
の
増
加
や
、
保
険
料
の
算
出
に
全
く
反
映
さ
れ
ず
不
公
平
感
が

生
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
民
間
の
保
険
と
異
な
り
、
強
制
的
に
加
入

さ
せ
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
す
！
！ 

 

②
診
療
報
酬
の
不
正
請
求
・過
誤
請
求
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て 

診
療
報
酬
明
細
書
の
審
査
で
、
過
誤
・
不
正
請
求
が
平
成
２
２
年
度
は
、  
 

 

約
１
万
件
（
約
９
６
０
０
万
円
）
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
専
門
的
な
知
識
を

有
す
る
職
員
８
名
を
約
１
４
４
０
万
円
で
配
置
。
一
方
、
被
保
険
者
に
対
し
送
付

す
る
医
療
費
通
知
書
に
毎
年
約
１
６
０
０
万
円
費
や
し
て
い
ま
す
が
、
過
誤
請
求

の
発
見
件
数
は
数
件
で
す
。
医
療
費
通
知
書
の
廃
止
を
検
討
す
べ
き
で
す
！
！ 

 

③
ご
み
収
集
・運
搬
業
務
作
業
員
に
つ
い
て 

市
は
、
ご
み
収
集
運
搬
事
業
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
「
民
間
の
主
体
と

行
政
の
い
ず
れ
で
も
担
う
こ
と
が
可
能
な
部
分
に
関
し
て
は
、
民
間
の 

主
体
に
よ
る
全
部
実
施
時
の
相
当
額
と
同
等
の
費
用
で
実
施
」
と
提
起

し
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
早
急
に
随
時
、  

２
人
乗
車
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
！
！ 

 

④
技
能
職
員
の
業
務
に
つ
い
て 

技
能
職
員
の
業
務
に
は
、
単
純
労
務
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、  

 

積
極
的
に
委
託
化
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
！
！
ま
た
、
す
ぐ
に
委
託
化
が 

 

で
き
な
く
て
も
、
単
純
労
務
を
主
と
し
て
行
う
職
員
の
給
与
は
同
じ
労
務
を 

 

行
う
民
間
事
業
者
の
平
均
給
与
と
同
額
程
度
に
設
定
す
べ
き
で
す
！
！ 



 
日 々 の 活 動 に つ い て の 詳 細 は 神 原  宏 一 郎 ホ ー ム ペ ー ジ の 日 記 を ご 覧 く だ さ い ！

http://www.geocities.jp/positive_square/diary.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 

神原 宏一郎の活動報告 2012 年 1 月 1 日～3 月 31 日（抜粋）※印は公務 

2012 年 1 月 
 6 日 豊中商工会議所新年賀会 

 8 日 うえの歩こう会 

 9 日 成人式記念式典 ※ 

11 日 特別職報酬審議会傍聴 

豊中えびす祭福餅授け  

12 日 豊中市特別報酬等審議会 傍聴 ※ 

13 日 陸前高田市長講演会 

「3.11 東日本大震災・・・陸前高田の今 

       ～陸前高田の被災状況と今、そしてこれから～」 

14 日 教育講演会 

    「不登校への支援～自己の世界への信頼修復過程～」 

15 日 新春上野フェスタ 

16 日 防災対策調査特別委員会視察 ※ 

17 日 防災対策調査特別委員会視察 ※ 

18 日 豊中市私立幼稚園連合会・PTA 連合会新年互礼会 

19 日 議会報編集委員会 ※ 

     「ブックスタート事業 えほんはじめまして」見学 

20 日 「防災パネル展」 

     「大阪府都市競艇組合議会」傍聴  

21 日 「とよなか産業フェア」・第 7 回サイエンスフェスティバル 

     ふれあいサロン 

22 日 「ミツバチの羽音と地球の回転」鑑賞 

26 日 (仮称)豊中子ども健やか育み条例に関する懇話会傍聴 

27 日 北摂アクションネット 

28 日 第 18 回市政報告会 

30 日 中学校ランチ事業 会派視察 

 

2012 年 2 月 
 2 日 防災対策調査特別委員会 ※ 

 3 日 豊中市パーソナルサポートセンター 会派視察 

 4 日 「うえのワールドミュージアム」 

     第１０回インクルーシブ教育を考えるシンポジウム 

 6 日 (仮称)豊中子ども健やか育み条例に関する懇話会 傍聴 

11 日 うえの歩こう会 

14 日 発達支援センター「スマイル」見学 

15 日 豊中市伊丹市クリーンランド議会 ※ 

予算懇談会 ※ 

17 日 議会運営委員会 傍聴 ※ 

     柴原浄水場・原田下水処理場・庄内下水処理場 見学 

19 日 「地球温暖化講演会」 

     「第５回とよなかエコ市民賞２０１１表彰式・発表会」 

20 日 「予算内示会」 ※ 

「北摂アクションネット」 

21 日 関西若手議員の会政策勉強会 

24 日 ３月定例会 本会議 ※ 

25 日 素のままフェスタ 2012  

     ２０１１年度豊中市国際教育フォーラム 

27 日 事業予定地現地視察 ※ 

 

2012 年 3 月 
 1 日 ３月定例会 代表質問 ※ 

 3 日 信田さよ子さん講演 

    「わたしを軽やかにする関係～DV と愛の見分け方」 

 5 日 ３月定例会 代表質問（未来とよなか神原所属）※ 

 6 日 ３月定例会 代表質問・個人質問 ※ 

 9 日 議会運営委員会 傍聴 ※ 

12 日 建設水道常任委員会 傍聴 ※ 

13 日 文教常任委員会(神原在籍） ※  

14 日 豊中市立第１１中学校卒業式 臨席 

15 日 環境福祉常任委員会 傍聴 ※ 

16 日 総務常任委員会 傍聴 ※ 

17 日 くまのだ保育園卒園修了式 臨席 

     神原インターン１０期生主催勉強会 

     光研ビル内覧会  

19 日 豊中市立上野小学校卒業式 臨席 

20 日 うえの歩こう会 

22 日 教職員人事権移譲直前シンポジウム 

23 日 ３月定例会 本会議 ※ 

24 日 少年野球交流式典 臨席 

リサイクルプラザ竣工式典 ※ 

特定ＮＰＯ法人「ラブとよネット」設立記念式典 

25 日 アンサンブルコンサート鑑賞 

27 日 自治体会計・監査研修会 

28 日 まちづくりセミナー 

29 日 災害廃棄物の広域処理に 

関する勉強会 

31 日 オーケストラの日２０１２ 

【他にも代表質問で取り上げた項目】 
 （仮称）文化芸術センターについて    

 地域自治推進条例の問題点について    

 時間外勤務縮減について 
 土地開発公社の解散について 

 環境交流センターについて  などなど 
 

（初の代表質問を経験して） 
昨年から会派に所属しましたので、３月議会

では個人質問は行えず、代表質問（会派の 

代表議員が質問）を行いました。代表質問に

向けて、会派として意見集約をすることの  

難しさを感じました。また、制限時間（７０分）

内にまとめることにも悪戦苦闘しました。 

そ れ で も 、 三 人 寄 れ ば 文 殊 の 知 恵 と     

感じられる内容の質問や提案が少なからず

実施できたと思います。 

 本当は、 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://www.geocities.jp/positive_square/ 

「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

 

発行元 前向きひろば ～Positive Square～ 

神原事務所 2012 年 1 月～3 月分 

収入 

前月繰越残高 \2,165,722 

神原宏一郎議員報酬より \900,000 

その他（注 1)  \5,000 

合計（１） ￥3,070,722 

 支出 

家屋費（イベント会場含） ￥222,515 

5 光熱費 ￥20,228 

 通信費 ￥20,037 

 印刷費 ￥135,100 

 備品費 ￥0 

消耗品費 ￥13,208 

 交通費 ￥0 

人件費 ￥415,000 

00 その他（注 2) ￥212,856 

合計（２） \1,038,944 

 
次月繰越 （１）－（２） \2,031,778 

 

第 19 回市政報告会 
日 時：４月２１日（土） 

午 前１０時～１２時         

場 所：堀田会館２階第一料理教室 

 （阪急バス豊中高校前から徒歩 5分） 

参加費：無料 

主 催：前向きひろば 

お問合わせは 06-6854-5664 まで 

今ある問題や課題、将来の不安、

素朴な疑問などなど、参加者   

みんなで情報共有・意見交換   

出来ればと思っています。 

気軽にご参加下さい！！ 

2012 年 1 月～3 月分 

収 入 

議員報酬 \1,953,000 

合計 \1,953,000 

支 出 

会派会費 \30,000 

所得税 \163,230 

議員団費 \9,675 

事務所費用へ \900,000 

生活費 \850,095 

合計 \1,953,000 

（注 1) イベント参加費  

(注 2） 勉強会参加費など 

中学校給食の実施手法と経費及びメリット・デメリット 

  選択制デリバリー方式 給食センター方式 自校調理方式 お弁当持参 

初期投資額 ３億６千万円（△） ２０億円（×） ３８億７千万円（×） ０円（○） 

運営経費 年間９千万円（喫食率２０％）（△） 年間２億３千万円（×） 年間７億２千万円（×） ０円（○） 

メリット 
施設の整備が最小で、初期投資や 

運営経費が少ない 

運営経費が比較的安く 

抑えられる 

適温での提供や 

食育への対応が可能 
  

デメリット 
配送が必要で、献立において 

温かいものが出しにくい 

給食センター建設用地、 

建設経費が必要になる 

調理場を学校内に 

確保する必要がある 
  

子どものニーズ ◎ × × ○ 

保護者のニーズ ◎ ○ ◎ × 

（注）子ども及び保護者のニーズについては、小、中学校の児童、生徒、保護者に対するアンケート結果より判断 

現在、豊中市では中学校給食について、お弁当との併用で民間事業者を活用した『デリバリー方式』の

導入を検討しています。今年度は引き続き導入に向け検討し、平成２５年度以降大阪府の補助事業 

（初期投資の半額補助）の活用を念頭に、順次施設整備を行い、整ったところから中学校給食を開始

する予定になっています。 
 

デリバリー方式：民間業者がお弁当を作り、各中学校に配送し、事前予約(支払い）した生徒に提供する方式 

 お弁当が持参できない生徒に栄養バランスの取れた昼食を提供することや、子どもたちの 

意見を第一に考え、かつ経費面でも、選択制デリバリー方式の導入が妥当と考えます！！ 


